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太陽光発電のメンテナンス

太陽光発電システム施工用結束バンド・配線固定具「ガルバロックⓇシリーズ」
https://www.hellermanntyton.co.jpヘラマンタイトン（株）

マーケティング課　TEL 03-5790-3128

　太陽光発電事業は、国による再生可能エネル
ギーの「固定価格買取制度」が開始された2012
年以降急速に発展を遂げ、現在の市況は既存設
備のメンテナンスに関する需要が増加傾向にあ
る。これらに付随した問合せの中で、最近では
「施工からたった数年で結束バンドが破断した」
という内容が増えている。
　実際に現場へ訪問してみると、66ナイロン
製結束バンドの“耐候グレード”を採用している
にも関わらずバンドの破断が発生しており、そ
の設置環境を調べてみると、沿岸部付近や太陽
光と地面の反射率が高い環境（紫外線の照り返
し）などで多く発生していた。その中でも、沿
岸部付近で溶融亜鉛めっき鋼板製の架台とPV
ケーブルを共締め施工している現場では、特に
高い確率で破断が発生していた。このような環
境下において短期間での破断が発生しやすい要
因として、大きく二つの理由が挙げられる。
　一つは太陽光発電システムの設置箇所が一般
的な屋外暴露条件とほとんど変わらない強い紫
外線に晒される環境にあること。そしてもう一
つが、塩害に起因する化学反応による劣化「ソ
ルベントクラック」図１が起こることである。
　沿岸部の現場では、海からの塩分を含んだ風
雨による飛来塩が、亜鉛めっき鋼板の亜鉛に
付着することで塩化亜鉛が発生しやすくなり、
それが66ナイロン製結束バンドに付着し内部
に浸透するとソルベントクラックが起こり、

短いところでは半年～１年ほどで破断に至る場
合がある。
　そのため、電力の売電価格20年据置期間は
もとより、一般的な瑕疵担保責任期間である２
年を経過する前に劣化・破断する恐れがあり、
全区画の再施工となった場合、労務費、材料費、
修繕期間中の売電収入補償など、思わぬ予定外
費用の負担を強いられることが考えられる。
　こういったリスクを回避できるのが、11ナ
イロン製結束バンド「ガルバロック」である。ガ
ルバロックは、20年相当の耐候性促進試験時
間経過後でも強度の低下が見られず、優れた耐
塩害性も併せ持つ、太陽光発電システム施工に
は最適な結束バンドである。発売開始以来、多
数の採用実績があるほか、先述のような理由か
らメンテナンス需要での採用も増えている。
　また、ガルバロックと同素材の配線固定具“ガ
ルバロック・エッジクリップ 1-2 回線用”は、
架台フレームのエッジ部にはめ込み、PVケー
ブルを挟むだけの約10秒で施工でき、１パネ
ル１か所だけでケーブルを支持することができ
るため、作業効率が大幅にアップし、トータル
コストの削減に貢献する配線固定具である。そ
のほか、架台フレームの穴に差し込むだけで固
定できるタイプや再結束可能タイプなど、様々
な施工方法に適した製品ラインアップを取り揃
えている。

図１　ソルベントクラックが起こった結束バンド
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特別企画

太陽光発電のメンテナンス

太陽光発電システム総合試験器
https:// www.kew-ltd.co.jp共立電気計器（株）

営業部 第一営業グループ 東京オフィス　TEL 03-3723-70215

■製品概要
　本製品は太陽光発電システムの保守点検・管
理で威力を発揮する総合試験器である。
　太陽光発電システムを健全に運用するために
は、定期的にメンテナンスをおこなう必要があ
り、測定項目の中で絶縁抵抗測定においては、
基本的に測定対象物が電圧を発生していない状
態での測定を前提としており。その前提条件で
設計された従来の絶縁抵抗計では、太陽光発電
システムが電圧を発生している状態において正
確に測定ができなかった。そのため発電をしな
い夜間での測定や、太陽光パネルの出力を短絡
して測定する方法が推奨されているが、保守点
検の現場では作業効率の見知から、日中の太陽

光発電システムが発電している状態でも簡単に
絶縁抵抗の測定をおこないたいという要望が高
まっている。
　今回開発した製品は、これらの要望に応え、
発電中でも正しい絶縁抵抗の測定を可能として
いる。また重要な測定項目である絶縁抵抗・接
地抵抗・電圧の測定が１台でおこなうことがで
きる。
■特徴
• PV 専用絶縁抵抗レンジ（500V/1 000V）
にて、発電している電圧の影響を受けずに正
確な測定が可能、通常の絶縁抵抗測定３レン
ジ（250V/500V/1 000V）も搭載
•接地抵抗測定は精密測定と簡易測定をワンタ
ッチ切替
• AC/DC 電圧測定は PVシステムの開放電
圧に対応したDC1 000Vまで測定可能
•保護等級 IP54対応で雨天時の測定でも平気
な防塵・防滴構造
•データ記録・通信機能　保存した測定結果（最
大 1 000 件）を、USB接続によりPCへ転
送可能

PV絶縁抵抗測定
500V 1 000V

2 000MΩ

絶縁抵抗測定
250V 500V 1 000V

2 000MΩ
電圧測定 AC 5 ～ 600V（45～ 65Hz）　　DC ±5～ 1 000V
接地抵抗測定 2 000Ω（簡易・精密）
IP保護等級 IP54 （IEC60529）

適合規格 IEC61010-1 CATⅢ 600V, CATⅣ 300V 汚染度 2
IEC61010-031, IEC61557-1,-2,-5,-10, IEC61326-2-2

使用電池 単 3形乾電池 6本
外形寸法 /質量 84（L）×184（W）×133（D）mm / 約 900g（電池含む）

■仕様
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特別企画

太陽光発電のメンテナンス

DCmA（直流微小電流測定）クランプロガー
https:// www.sanwa-meter.co.jp/japan/三和電気計器（株）

TEL 0120-51-3930

■背景
　太陽光発電システム、ハイブリッドカー、機
器のVVVF 化などエネルギー損失の軽減の観
点から直流電流の設備投資・導入が進んでお
り、そのような機器では絶縁状態の監視だけで
なく、稼働中に直流漏電の監視も必須となって
いる。
■コンセプト
　現在計装等でよく使用されている小口径では
なく、大口径ケーブルにも対応しつつ、組み込
み式ではなく、現場に持ち運びが比較的容易に
でき、すぐに使えるDCmA （DCミリアンペア）
専用測定器として開発した。
•回路切断することなく測定ができ、現場に行
ったらすぐに使える操作性

•事前に機器に組み込む手間がいらない
•持ち運びができる携帯性
•CTで直流微小電流を高精度で測定、記録も
できる

•制御盤で使われる大口径ケーブルを一括クラ
ンプすることができる

■測定対象
•地絡電流検出装置で検出された絶縁不良事故
点の探査測定

•PV直流（P-Nまたは中点接地線）、接地線
の漏洩電流測定

•直流配電設備の漏洩電流測定

•産業機械のコンバーター出力側直流配電の漏
洩電流測定　
•計装、回路開発時の直流微小電流測定等
■特長と製品仕様
①PV設備の漏れ電流測定に最適
② 0.1 ～ 999.9mA まで高精度で測定と記録
が可能
③クランプセンサー部はφ20mm（CL20MA）
とφ50mm（CL50MA）の 2タイプ。本体
表示器（DL10MA）とクランプセンサーは付
替え可能
④記録件数は内蔵フラッシュメモリに最大２万
件。記録済みデータを残したまま、次の記録
ができるマルチセッション機能も搭載
⑤保存データは SD カードに転送や、専用
USBケーブル（付属）を使用しPCソフトウ
エア（無償ダウンロード）で転送が可能
■製品構成と価格
• CL20MA/S：¥150 000（税抜）
　DL10MA（表示器）+CL20MA（φ20mm
センサー）
• CL50MA/S：¥150 000（税抜）
　DL10MA（表示器）+CL50MA（φ50mm
センサー）
　（両方とも専用キャリングケース付属）

GND線のDCmAを測定 PV設備のDCmA定点測定
データ収集やグラフ表示が可能な
ソフトウェアDCmA Link 画面
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特別企画

太陽光発電のメンテナンス

I-V 特定測定装置ストリングトレーサ、故障モジュール特定装置セルラインチェッカ
https://www.togami-elec.co.jp/（株）戸上電機製作所

営業本部 営業統括部 営業企画Ｇ　TEL 0952-25-4125

　2011 年の東日本大震災の影響により再生
可能エネルギーへの関心が高まり、さらに翌
2012 年に再生可能エネルギー全量買取制度
（FIT）がスタートしたことで太陽光発電システ
ムは急速に普及した。当初は“メンテナンスフ
リー”と言われていたが、さまざまな故障が発
生しているのが現状である。故障の早期発見お
よび安定した発電性能を維持するために保守点
検は不可欠であり、太陽光発電システムの保守
点検ツールとして、太陽電池故障箇所特定装置
～PVドクターシリーズ～の開発を行った。
　太陽電池故障箇所特定装置は、I-V 特性測定
装置『ストリングトレーサ』と故障モジュール特
定装置『セルラインチェッカ』の２機種で構成さ
れ、ストリングトレーサで異常ストリング有無
の確認を行い、セルラインチェッカで故障モジ
ュールや故障箇所の特定を行う。
　まず、ストリングトレーサによる確認である
が、複数ストリング（最大４ストリング）の I-V
特性結果を重ねて表示し、相対比較することで
短時間かつ簡単に異常ストリングの有無を確
認できる。測定はDC1 000V／ 10A（SPST-
A2Aタイプ）まで可能で、操作はタッチパネル
により行う。測定データはメモリカードに保存
され、パソコン上でデータ管理することも可能
である。測定モードとして、１ストリング毎に
測定する“移動 I-V 測定モード”、複数ストリン
グを同時に測定する“同時 I-V測定モード”があ
り、また、発電状態を最大 7日間連続測定す

る“ストリング電圧／電流測定”、開放電圧を測
定する“電圧テスタ”も備えている。
　異常ストリングが発見、特定された場合、次
にセルラインチェッカで故障モジュールや故障
箇所の特定を行う。送信器より信号を注入し、
受信器をモジュール表面やケーブルに当てて反
応（LEDおよびブザー音）を確認することで簡
単に異常モジュールや故障箇所が特定できる。
手が届かない場所を探査する場合に用いるロッ
ドセンサ（２ｍまで延長可能）もオプションとし
て揃えている。特定可能な故障モードは、クラ
スタ故障、ホットスポット（インターコネクタ
断線）、バイパスダイオード故障、モジュール
間配線の断線、モジュール間コネクタの導通不
良がある。その他、施工時のストリング構成の
確認としても使用できる。
　2017 年４月に施行された改正 FIT 法で「適
切な点検・保守を実施し発電量の維持に努める」
との基準が新設され、保守点検が義務化された。
太陽光発電システムの保守点検ツールとして、
太陽電池故障箇所特定装置～PVドクターシリ
ーズ～は大変有効である。
　PVドクターシリーズの新たなラインナッ
プとして、SPST-B タイプを近日中に発売予
定である。定格電流 10A から 15A へ容量ア
ップし、直列抵抗表示を実現した。定格電圧
500V（住宅用）、1 000V（産業用）の２機種
をラインナップする。

ストリングトレーサ
SPST-A2A形

新型ストリングトレーサ
SPST-B形

セルラインチェッカ
SPLC-A形
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特別企画

太陽光発電のメンテナンス

太陽電池発電設備の地絡継電器
http://www.hikari-gr.co.jp/光商工（株）

継電器事業本部　TEL 03-3573-1362

　太陽電池発電設備の運用並びに管理におい
て、設備のライフサイクル、発電量、システム
の健全性などを維持し、設備を保全することが
求められる。地絡継電器は、太陽電池モジュー
ルが屋外に露出した状態で設置されている太陽
電池発電設備の漏電や地絡による火災、感電な
どの地絡事故を予防保全するために必要とな
る。以下に、交流向け並びに直流向けの地絡継
電器製品を紹介する。
１．高圧電路用地絡電圧継電器　LVG-7E，　
　零相蓄電器　ZPC-9B
　LVG-7E は、系統連系する太陽電池発電設
備の昇圧トランス高圧側の交流非接地電路の
地絡過電圧 Vo の発生を検出して動作する。
LVG-7E の主な仕様は、動作電圧整定値：
2.5-5.0-7.5-10-15％，動作時間：0.1-0.2-
0.5-0.8-1.0 秒，出力接点：2c，外形：W91
×H196×D164である。
２．低圧非接地電路用地絡電圧継電器　LVG-
  7S，零相蓄電器　ZPC-2C
　LVG-7S は、パワーコンディショナと昇圧
トランスの間の交流非接地電路の地絡過電圧
Voの発生を検出して動作する。特に、パワー
コンディショナが分散配置され、交流電路の亘
長が長くなりやすい分散配置型システムの地
絡保護に必要とされる。LVG-7S（AC210V

電路用）の主な仕様は、動作電圧整定値：
10-20-30-40-50％，動作時間：0.05-0.2-
0.5-0.8-1.0 秒，出力接点：２a，外形：W91
×H196×D164 である。対応電路は、他に
AC105，300，380，420V（50/60Hz）等
がある。
３．直流漏電リレー　LDI-1，変流器　　　　
　BM30D，BM41D，BM64D，BM106D
　LDI-1 は、太陽電池ストリングの絶縁低下
による直流漏れ電流の発生を検出して動作す
る。検出方式は直流漏れ電流によって変流器コ
アに発生する直流磁界から直流漏れ電流をディ
ジタル演算する方式である。LDI-1 と変流器
は組み合わせで、直流集電箱やパワーコンデ
ィショナ直流入力の直流配線に設置して使用
する。非接地電路の場合は直流漏れ電流の帰
路を形成するため中性点抵抗接地を必要とす
る。LDI-1 の主な仕様は、検出感度：10-15-
20mA，動作時間：0.5-1 秒、計測値表示範囲：
１～ 30mA，出力接点：1a，外形：W76×
H142×D90 である。LDI-1 は DC750V 以
下、LDI-1S は DC1 000V 以下の直流電路に
対応する。変流器の主な仕様は、直流電流：０
～ 800A，直流漏れ電流 100mA，穴径：φ
30～ 106mmである。
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太陽光発電のメンテナンス

長寿命！ 太陽光発電専用ＰＦ管「プラフレキPFDハイクオリティ・ブラック」
http://www.furukawa.co.jp/eflex/古河電気工業（株）

AT・機能樹脂製品事業部門機能樹脂製品部　TEL 043-244-8555

　太陽光発電システムは、20年以上の長期に
渡り過酷な自然環境で使用されるもので、周辺
部材も「過酷な環境に耐えうるもの」が必要とな
ります。ケーブル保護管である従来のPF管（一
重管）を使用すると、紫外線等の自然影響を受
けて、数年で劣化が進行しケーブルに損傷を与
えてしまいます。
　ケーブル保護管のこれらのウィークポイント
を解消するために、古河電工は、暴露促進試験
において 6 500 時間（約 30年相当）と、業界
最高レベルの耐候性を有する太陽光発電専用Ｐ
Ｆ管「プラフレキPFDハイクオリティ・ブラ
ック」を開発（特許取得）しました。

　呼び径φ16、22、28、36、42、54 の６
サイズを品揃えしており、住宅用から産業用、
メガソーラーまで、様々な太陽光発電の現場で
活躍しています。樹脂製の２重管である事から、
管本体が軽量で特別な工具を使う事もなく、簡
単に施工する事が出来ます。屋根等の高所作業
など、過酷な作業現場でも楽に施工が出来るも
のとなっています。防水・ワンタッチ接続仕様
の継手をはじめ、ＰクリップやDCクリップと
いった専用部材も色調を「ブラック」にすること
で、屋根瓦をはじめ建物外観にもっとも調和す
る配管システムとなっています。
　劣化したケーブル保護管を放置しておくと、
損傷箇所より漏水し漏電トラブル、モジュール
や電線接続部発火等大事故に繋がる可能性が高
くなってしまいます。太陽光発電専用ＰＦ管「プ
ラフレキPFDハイクオリティ・ブラック」を
選択頂く事で、PF管の経年劣化を抑え、トラ
ブル予防となります。更には、余分なメンテナ
ンスの必要が無くなります。
　古河電工では、引き続き耐久性、耐候性があ
る「プラフレキPFDハイクオリティ・ブラック」
に加え、より施工性が向上可能な配管システム
を開発していき、お客様のご期待に添える活動
を進めて参ります。

暴露時間（hr）

●6 500hr（約30年相当）経過後

残
率（
％
）

引張破断強度残率

引張強度残率および伸び残率は50%以上を保持しています。

引張伸び率残率
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図　パイプ本体外層材の引張試験結果（JIS A 1415
「高分子系建築材料の実験室光源による暴露試験
方法」）

写真　屋根瓦をはじめ建物外観にも調和
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